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◇
太
陽
（
日
）
神
と
牛
頭
天
王
の
源
流 

①
前
四
〇
〇
〇
年
代
、
日
本
語
と
似
た
言
語
を
話
す
シ
ュ
メ
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
南
部
に
移
住
し
て
き
て
、
自

分
た
ち
の
先
祖
は
天
地
を
創
造
し
た
と
す
る
最
古
の
神
話
を
創
り
上
げ
た
。
当
初
の
神
話
は
、
口
伝
え
だ
っ
た
。 

そ
の
後
、
楔
形
文
字
や
青
銅
器
文
化
を
発
達
さ
せ
、
ウ
ル
ク
、
ウ
ル
な
ど
に
世
界
最
古
の
都
市
国
家
文
明
を
築
く

一
方
、
天
空
の
神
で
頭
に
角
の
あ
る
太
陽
神
を
最
高
神
ま
た
は
都
市
の
守
護
神
と
し
て
崇
め
て
き
た
。 

☆
我
が
国
に
お
け
る
太
陽
（
日
）
神
や
牛
頭
天
王
に
対
す
る
信
仰
は
、
こ
れ
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。 

当
時
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
、
シ
ュ
メ
ル
人
の
建
て
た
ウ
ル
ク
第
一
王
朝
（
前
三
〇
〇
〇
年
代
～
）
、
ウ
ル
第
三

王
朝
（
前
二
二
世
紀
～
）
が
続
き
、
ウ
ル
な
ど
の
都
市
国
家
に
巨
大
な
神
殿
を
建
造
し
て
栄
え
た
が
、
前
二
一
世

紀
に
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
征
服
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
シ
ュ
メ
ル
人
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
突
如
姿
を
消
し
た
。 

☆
前
二
五
〇
〇
～
前
一
五
〇
〇
年
頃
、
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
に
シ
ュ
メ
ル
系
の
イ
ン
ダ
ス
文
明
が
栄
え
た
。 

ウ
ル
の
遺
跡
か
ら
当
時
の
王
墓
が
発
見
さ
れ
、
出
土
し
た
粘
土
板
の
解
読
か
ら
、
第
一
王
朝
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
王

を
主
人
公
と
す
る
英
雄
叙
事
詩
や
シ
ュ
メ
ル
神
話
が
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
判
明
し
た
。 

第
三
王
朝
の
滅
亡
後
、
シ
ュ
メ
ル
神
話
は
ア
ッ
カ
ド
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ア
ッ
シ
リ
ア
な
ど
に
引
き
継
が
れ
た
。 

バ
ビ
ロ
ニ
ア
神
話
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
ハ
ン
ム
ラ
ビ
が
ア
ッ
シ
リ
ア
を
制
圧
し
た
前
一
七
五
〇
年
頃
に
成
立
し

た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
総
称
し
て
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
神
話
ま
た
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
神
話
と
呼
ば
れ
て
き
た
。 

☆
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
神
話
に
は
、
カ
ナ
ン
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
話
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。 

〔
シ
ュ
メ
ル
の
神
話
〕、
原
初
の
海
の
神
ナ
ン
ム
は
、
天
（
ア
ン
）
と
地
（
キ
）
を
創
造
し
た
。
天
の
神
ア
ン
と
大

地
の
神
キ
は
、
大
気
の
神
エ
ン
リ
ル
を
産
み
、
エ
ン
リ
ル
は
大
気
の
女
神
ニ
ン
リ
ル
を
妻
と
し
た
。
ニ
ン
リ
ル
は

月
の
神
ナ
ン
ナ
を
も
う
け
た
。 

ナ
ン
ナ
は
葦
の
女
神
ニ
ン
ガ
ル
と
の
間
に
、
戦
争
と
豊
饒
の
神
イ
ナ
ン
ナ
、
太
陽
の
神
ウ
ト
ゥ
を
も
う
け
た
。 

エ
ン
リ
ル
、
イ
ナ
ン
ナ
な
ど
ア
ン
と
キ
の
子
孫
ら
七
柱
は
、
天
か
ら
地
上
に
降
り
立
っ
て
ア
ン
ナ
キ
と
呼
ば
れ
、
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地
上
と
冥
界
の
審
判
者
と
な
っ
た
。 

〔
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
神
話
〕、
天
の
神
ア
ン
シ
ャ
ル
と
地
の
神
キ
シ
ャ
ル
は
、
雄
牛
の
角
を
も
つ
王
冠
を
か
ぶ
っ
た

太
陽
神
ア
ヌ
（
天
空
の
神
、
天
の
神
、
創
造
神
）
と
大
地
の
女
神
キ
を
産
ん
だ
。
ア
ヌ
と
キ
は
エ
ン
リ
ル
を
産
ん

だ
（
ア
ヌ
は
キ
と
交
わ
り
、
英
雄
な
る
樹
木
と
葦
の
種
を
そ
の
胎
に
注
入
し
た
）。 

エ
ン
リ
ル
は
雄
牛
の
角
を
も
つ
王
冠
を
か
ぶ
り
、
長
い
髭
を
生
や
し
た
姿
で
表
現
さ
れ
、
荒
れ
狂
う
嵐
、
野
生
の

雄
牛
、
洪
水
を
引
き
起
こ
す
神
の
異
名
も
あ
る
。
妻
で
大
気
の
女
神
ニ
ン
リ
ル
は
、
月
の
神
ナ
ン
ナ
を
も
う
け
た
。 

ナ
ン
ナ
は
ニ
ン
ガ
ル
と
の
間
に
、
戦
争
と
豊
饒
の
女
神
イ
ナ
ン
ナ
、
太
陽
（
日
）
神
で
正
義
・
道
徳
・
真
実
の
神

ウ
ト
ゥ
の
双
子
を
も
う
け
た
。
イ
ナ
ン
ナ
は
冥
界
入
り
し
て
冥
界
の
女
神
エ
レ
シ
ュ
キ
ガ
ル
に
出
会
っ
て
殺
さ
れ

る
が
、
彼
女
の
助
力
に
よ
り
復
活
し
た
。 

太
陽
（
日
）
神
ウ
ト
ゥ
は
、
毎
日
、
夜
明
け
に
な
る
と
天
の
東
門
の
扉
を
開
い
て
戦
車
に
乗
り
、
天
空
を
横
切
っ

て
駆
け
抜
け
た
。
夕
方
に
な
る
と
天
の
西
門
よ
り
降
り
、
夕
食
を
食
べ
て
か
ら
眠
り
に
つ
い
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
太

陽
神
の
ご
と
く
、
冥
界
に
通
じ
る
地
下
世
界
を
西
か
ら
東
へ
一
晩
中
駆
け
ま
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。 

彼
は
神
聖
な
正
義
の
執
行
者
で
あ
り
、
苦
し
む
人
々
を
助
け
る
神
と
し
て
崇
め
れ
て
き
た
。
ア
ヌ
と
キ
の
子
孫
は

ア
ヌ
ン
ナ
キ
と
呼
ば
れ
て
、
天
上
か
ら
地
上
に
天
降
っ
た
と
さ
れ
る
。 

☆
「
記
紀
」
神
話
も
こ
れ
と
似
て
い
な
い
か
。
天
皇
の
呼
称
、
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
は
シ
ュ
メ
ル
に
由
来
す
る
。 

②
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
オ
リ
エ
ン
ト
で
崇
め
ら
れ
た
太
陽
神
ア
ヌ
は
救
世
主
、
契
約
を
司
る
神
と
し
て
ヘ
ブ
ラ
イ
社

会
、
ギ
リ
シ
ャ
・
イ
ン
ド
、
キ
リ
ス
ト
教
に
姿
や
形
を
変
え
な
が
ら
広
ま
っ
た
。 

イ
ラ
ン
高
原
に
住
む
ア
ー
リ
ア
人
が
信
仰
し
た
牛
の
角
を
生
や
し
た
太
陽
神
の
女
神
ミ
ト
ラ
も
、
太
陽
神
ア
ヌ

の
流
れ
を
汲
む
ら
し
い
。
ミ
ト
ラ
神
は
、
カ
ナ
ン
（
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
方
）
人
が
高
位
の
神
と
し
て
崇
め
た
牛
の
頭

を
持
つ
バ
ー
ル
神
（
嵐
の
神
・
慈
雨
の
神
）
と
し
て
登
場
す
る
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
も
、
四
頭
立
て
馬
車
に
乗
っ

て
天
空
を
駆
け
る
太
陽
神
ヘ
リ
オ
ス
に
変
貌
し
て
顕
れ
、
雄
鶏
を
象
徴
ま
た
は
聖
鳥
と
し
て
大
切
に
扱
っ
て
き
た
。 
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イ
ン
ド
神
話
に
お
け
る
ミ
ト
ラ
神
は
、
契
約
の
守
護
神
、
契
約
で
結
ば
れ
た
盟
友
を
意
味
し
た
。
毎
年
六
月
の
一

カ
月
間
、
太
陽
の
戦
車
に
乗
っ
て
天
空
を
駆
け
な
が
ら
契
約
を
祝
福
す
る
一
方
、
ヴ
ァ
ル
ナ
神
（
天
空
の
神
、
司

法
神
、
水
神
）
が
契
約
履
行
を
四
六
時
中
監
視
し
て
、
破
っ
た
者
に
対
し
て
は
罰
を
与
え
た
と
い
う
。 

仏
教
の
観
音
菩
薩（
救
世
菩
薩
）
や
弥
勒
菩
薩
の
救
世
主
的
な
神
格
は
、
ミ
ト
ラ
神
か
ら
受
け
継
い
だ
と
さ
れ
る
。

祇
園
精
舎
守
護
神
で
、
頭
に
牛
の
角
を
生
や
し
た
牛
頭
天
王
の
神
格
も
、
ミ
ト
ラ
神
に
由
来
す
る
。 

③
イ
ラ
ン
高
原
の
古
代
ア
ー
リ
ア
人
は
、
神
官
・
戦
士
・
農
民
な
ど
階
級
制
の
下
で
、
ミ
ト
ラ
教
な
ど
様
々
な
宗

教
を
信
仰
し
て
き
た
。
こ
の
ミ
ト
ラ
教
は
牛
を
生
贄
に
供
え
る
一
方
、
契
約
・
救
済
を
重
ん
じ
て
き
た
。
信
者
は

主
に
男
性
で
、
序
列
は
父
親
、
太
陽
の
使
者
、
ペ
ル
シ
ャ
人
、
獅
子
、
兵
士
な
ど
七
位
階
か
ら
成
っ
て
い
た
。 

そ
の
教
義
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
ギ
リ
シ
ャ
教
、
仏
教
、
中
央
ア
ジ
ア
で
救
済
を
説
い
た
弥
勒

信
仰
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
世
界
的
宗
教
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。 

前
一
二
〇
〇
年
頃
～
前
六
〇
〇
年
頃
に
か
け
て
、
ミ
ト
ラ
教
な
ど
ア
ー
リ
ア
人
の
多
神
教
を
礎
に
し
て
、
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
（
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
）
が
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
の
み
を
信
奉
す
る
新
宗
教
を
創
設
し
た
。
こ
れ
が
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
ま
た
は
マ
ズ
ダ
ー
教
と
呼
ば
れ
る
世
界
最
古
の
一
神
教
で
、
教
義
と
し
て
善
悪
の
二
元
論
に
基
づ
く
善

の
優
位
と
勝
利
を
説
き
、
善
す
な
わ
ち
光
の
象
徴
と
し
て
の
聖
火
を
尊
ん
で
き
た
。
一
方
で
、
自
分
の
親
、
子
、

兄
弟
、
姉
妹
と
交
わ
る
近
親
婚
を
至
上
の
善
徳
と
し
て
称
え
た
。 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、
前
六
世
紀
に
興
る
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
の
王
家
ま
た
は
王
国
を
支
え
る
人
々
か

ら
熱
烈
に
支
持
さ
れ
、
前
三
世
紀
に
成
立
す
る
パ
ル
テ
ィ
ア
国
（
ア
ル
ケ
サ
ス
朝
）
に
引
き
継
が
れ
た
。 

④
前
三
三
二
年
に
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
を
統
一
し
た
ギ
リ
シ
ャ
系
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
、
エ
ジ
プ
ト
を

併
合
し
た
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
（
前
七
世
紀
～
前
三
三
〇
年
）
か
ら
エ
ジ
プ
ト
を
解
放
し
て
、
フ
ァ
ラ
オ
と

し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
太
陽
神
で
頭
に
羊
の
角
を
生
や
し
た
ア
メ
ン
神
（
ゼ
ウ
ス
と
同
一

視
さ
れ
た
神
）
の
聖
地
に
足
を
運
び
、
そ
こ
で
自
身
が
ア
メ
ン
神
の
児
で
あ
る
と
の
神
託
を
得
た
。
こ
の
こ
と
か
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ら
、
彼
も
羊
の
角
を
生
や
し
た
兜
を
か
ぶ
っ
て
い
た
と
い
う
。 

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
を
滅
ぼ
し
た
百
年
後
、
ペ
ル
シ
ャ
に
興
っ
た
パ
ル
テ
ィ
ア
国
（
ア
ル

ケ
サ
ス
朝
、
前
三
～
三
世
紀
）
で
は
、
宗
教
に
寛
容
だ
っ
た
こ
と
で
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
拝
火
教
）、
部
派
仏
教

上
座
部
に
属
す
る
説
一
切
有
部
、
そ
れ
に
ミ
ト
ラ
教
が
入
り
混
じ
っ
て
流
行
っ
て
い
た
。 

⑤
前
一
世
紀
、
ミ
ト
ラ
教
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
と
交
流
し
て
地
中
海
世
界
に
伝
播
す
る
と
、
ミ
ト
ラ
ス
教
と
し
て

一
～
四
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国
内
で
広
が
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
し
の
ぐ
勢
力
と
な
っ
た
。 

☆
ミ
ト
ラ
神
は
、「
洞
窟
内
で
手
に
ナ
イ
フ
と
松
明
を
持
ち
、
フ
リ
ギ
ア
（
ト
ル
コ
の
中
西
部
）
帽
を
被
っ
た

聖
人
の
姿
で
生
ま
れ
た
」
と
も
伝
わ
る
。
一
説
で
は
、「
鍾
乳
洞
で
生
ま
れ
た
」
と
さ
れ
る
。 

☆
一
九
五
四
年
、
三
世
紀
に
建
造
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
ミ
ト
ラ
神
殿
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
爆
撃
地
で
発
見

さ
れ
た
。
神
殿
は
見
つ
か
っ
た
場
所
（
欧
州
本
部
新
社
屋
の
地
下
七
㍍
）
で
復
元
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
救
済
的
な
神
話
、
洗
礼
・
聖
餐
な
ど
の
儀
礼
も
、
ミ
ト
ラ
教
に
由
来
す
る
。
ロ
ー
マ
帝
政

下
で
は
、
ミ
ト
ラ
教
由
来
の
男
神
ミ
ト
ラ
ス
が
守
護
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
後
発
の
キ
リ
ス
ト
教
を
抑
え
て
隆
盛

し
た
が
、
双
方
は
次
第
に
反
目
し
て
潰
し
あ
い
に
走
っ
た
。
結
果
的
に
キ
リ
ス
ト
教
が
勝
利
し
て
、
ミ
ト
ラ
ス
教

の
救
済
的
な
神
話
、
洗
礼
・
聖
餐
の
儀
礼
、
十
二
月
二
五
日
の
生
誕
祭
を
引
き
継
い
で
き
た
。 

⑥
パ
ル
テ
ィ
ア
国
の
滅
亡
後
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
国
教
と
な
り
、
帝
国
内
は
お
ろ
か
中

央
ア
ジ
ア
や
中
国
ま
で
広
ま
っ
た
。
サ
サ
ン
朝
時
代
に
整
備
さ
れ
た
マ
ズ
ダ
ー
教
の
経
典
「
ア
ベ
ス
タ
ー
」
の
一

節
に
は
、「
ミ
ト
ラ
神
は
天
の
光
の
精
霊
で
あ
る
。
日
の
出
と
と
も
に
、
岩
山
の
頂
上
に
現
れ
、
日
が
昇
る
と
同
時

に
白
馬
四
頭
が
牽
引
す
る
戦
車
に
乗
り
、
天
空
を
駆
け
廻
る
」
と
あ
る
そ
う
な
。 

⑦
こ
の
よ
う
に
ミ
ト
ラ
神
は
、
バ
ー
ル
神
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
ミ
ス
ラ
神
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
太
陽
神
ヘ
リ
オ

ス
、
イ
ン
ド
神
話
の
ミ
ト
ラ
神
、
仏
教
の
弥
勒
菩
薩
や
牛
頭
天
王
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
ミ
ト
ラ
ス
神
に
姿
形
を
変
え

な
が
ら
世
界
中
に
広
ま
っ
た
。「
宗
教
は
ミ
ト
ラ
教
に
始
ま
る
」
と
言
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
。 




